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ウイルスベクター産生植物細胞によるタンパク質生産
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【技術の概要】
植物体および植物培養細胞は、動物の病原体の混入がないこと、生産コストが低いこと、高度な翻訳後修飾が可能であることなど、有用タン
パク質生産に適した性質を有しているため、多くのウイルスベクターが構築されてきた。ウイルスベクター系は細胞あたりの発現量が非常に
高いものの、煩雑な接種作業が必要なため大規模な生産系には適していなかった。また、外来遺伝子の脱落、複製の際に変異が導入されや
すいという欠点を有していた。本技術は、ウイルスベクター遺伝子をcDNAの形で誘導プロモーターと連結した後、植物染色体に導入すること
を特徴とする。本技術により作成した形質転換植物および培養細胞に誘導物質を処理することで、有用タンパク質の高発現に成功した。

註）本技術の詳細については右記URLをご参照ください http://www.jst.go.jp/chizai/news/biojapan2017.html

【想定される用途】
● 有用タンパク質を生産する形質転換植物の創出、植物細胞による有用タンパク質の生産

【ライセンス可能な特許】
● タンパク質生産用植物由来培養細胞の生産方法 （特許第4388392号）
● 形質転換細胞および該細胞を用いたタンパク質の生産方法並びにタンパク質生産キット、ウイルスベクター発現用DNA断片および
その利用、タンパク質生産用形質転換体の生産方法および当該生産方法によって得られたタンパク質生産用形質転換体並びに
その利用（WO2005033306）

● 形質転換植物、形質転換細胞、タンパク質生産キットおよびタンパク質の生産方法 （特許第5089680号）
● ウイルスベクターおよびその利用 （特許第5070283号、WO2008136253）
● ウイルスベクター発現用ＤＮＡ断片およびその利用 （特許第4371761号）

● 発現効率が高い！ 大規模生産に対応可能！
● S-S結合等の翻訳後修飾を有する複雑な構造を持つタンパク質の生産にも対応可能！

上記の他、様々な酵素や酵素活性阻害剤での実績有り、ワクチン製造にも適用可能

Schematic representation of the Ti plasmid vectors used in this study (not to scale). Bold lines above the 
constructs indicate the regions of modified ToMV cDNA. RB, right border; LB, left border; OLexA-46, fusion 
promoter controlled by XVE; MP, 30 K viral movement protein gene; SRz, ribozyme sequence from tobacco 
ringspot virus satellite RNA; 35ST, cauliflower mosaic virus 35S terminator; NosT, nopaline synthase 
terminator; Kanr, kanamycin-resistance gene; P35S, cauliflower mosaic virus 35S promoter

SDS–PAGE (15% gel) of total soluble 
protein (10μg) stained with
Coomassie blue. Fractions of total 
soluble proteins were extracted from 
suspension-cultured ER–ToMV–MP–
DHFR cells 3 days after estradiol 
treatment. The specific activity of 
DHFR in each extract is shown below 
the panel. LOD, less than the level of 
detection; NT, non-transgenic

①転写活性化因子XVEの恒常的発現、②エストロジェンによるXVEの活性化、③ToMVゲノ
ムRNAの誘導特異的転写、⑤ウイルスRNAの複製、⑥導入した外来タンパク質の翻訳

＜本技術の概念図＞ ＜本技術の具体例＞
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誘導ウイルスシステムによるGFPおよびDHFRの合成


